
防災を含む安全に関する教育 

（現代的な諸課題に関する教科等横断的な教育内容） 
 
本資料は、幼稚園教育要領における「防災を含む安全に関する教育」について育

成を目指す資質・能力に関連する主要なものを抜粋し、掲載しています。 

 

幼稚園教育要領（抄） 
 

 
 

第１章 総 則 

 

第１ 幼稚園教育の基本 
幼児期の教育は，生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要

なものであり，幼稚教育は，学校教育法に規定する目的及び

目標を達成するため，幼児期の特性を踏まえ，環境を通して
行うものであることを基本とする。 
このため教師は，幼児との信頼関係を十分に築き，幼児が

身近な環境に主体的に関わり，環境との関わり方や意味に気
付き，これらを取り込もうとして，試行錯誤したり，考えた
りするようになる幼児期の教育における見方・考え方を生か

し，幼児と共によりよい教育環境を創造するように努めるも
のとする。これらを踏まえ，次に示す事項を重視して教育を
行わなければならない。 

 
１ 幼児は安定した情緒の下で自己を十分に発揮することによ
り発達に必要な体験を得ていくものであることを考慮して，

幼児の主体的な活動を促し，幼児期にふさわしい生活が展開
されるようにすること。 

２ 幼児の自発的な活動としての遊びは，心身の調和のとれた

発達の基礎を培う重要な学習であることを考慮して，遊びを
通しての指導を中心として第２章に示すねらいが総合的に達
成されるようにすること。 

３ 幼児の発達は，心身の諸側面が相互に関連し合い，多様な
経過をたどって成し遂げられていくものであること，また，
幼児の生活経験がそれぞれ異なることなどを考慮して，幼児

一人一人の特性に応じ，発達の課題に即した指導を行うよう
にすること。その際，教師は，幼児の主体的な活動が確保さ
れるよう幼児一人一人の行動の理解と予想に基づき，計画的

に環境を構成しなければならない。この場合において，教師
は，幼児と人やものとの関わりが重要であることを踏まえ，
教材を工夫し，物的・空間的環境を構成しなければならな

い。また，幼児一人一人の活動の場面に応じて，様々な役割
を果たし，その活動を豊かにしなければならない。 

 

第３ 教育課程の役割と編成等 
４ 教育課程の編成上の留意事項 
教育課程の編成に当たっては，次の事項に留意するものとす

る。 
(3) 幼稚園生活が幼児にとって安全なものとなるよう，教

職員による協力体制の下，幼児の主体的な活動を大切に

しつつ，園庭や園舎などの環境の配慮や指導の工夫を行
うこと。 

 

 
 

第２章 ねらい及び内容 

 
健康 
〔健康な心と体を育て，自ら健康で安全な生活をつくり出す力

を養う。〕 
 
１ ねらい 

(1) 明るく伸び伸びと行動し，充実感を味わう。 
(2) 自分の体を十分に動かし，進んで運動しようとする。 
(3) 健康，安全な生活に必要な習慣や態度を身に付け，見

通しをもって行動する。 
２ 内容 
(1) 先生や友達と触れ合い，安定感をもって行動する。 

(2) いろいろな遊びの中で十分に体を動かす。 

(3) 進んで戸外で遊ぶ。 
(4) 様々な活動に親しみ，楽しんで取り組む。 
(5) 先生や友達と食べることを楽しみ，食べ物への興味や

関心をもつ。 
(6) 健康な生活のリズムを身に付ける。 
(7) 身の回りを清潔にし，衣服の着脱，食事，排泄などの

生活に必要な活動を分でする。 
(8) 幼稚園における生活の仕方を知り，自分たちで生活の

場を整えながら見通しをもって行動する。 

(9) 自分の健康に関心をもち，病気の予防などに必要な活
動を進んで行う。 

(10) 危険な場所，危険な遊び方，災害時などの行動の仕方

が分かり，安全に気を付けて行動する。 
３  内容の取扱い 

上記の取扱いに当たっては，次の事項に留意する必要があ

る。 
(1) 心と体の健康は，相互に密接な関連があるものである

ことを踏まえ，幼児が教師や他の幼児との温かい触れ合

いの中で自己の存在感や充実感を味わうことなどを基盤
として，しなやかな心と体の発達を促すこと。特に，十
分に体を動かす気持ちよさを体験し，自ら体を動かそう

とする意欲が育つようにすること。 
(2) 様々な遊びの中で，幼児が興味や関心，能力に応じて

全身を使って活動することにより，体を動かす楽しさを

味わい，自分の体を大切にしようとする気持ちが育つよ
うにすること。その際，多様な動きを経験する中で，体
の動きを調整するようにすること。 

(3) 自然の中で伸び伸びと体を動かして遊ぶことにより，
体の諸機能の発達が促されることに留意し，幼児の興味
や関心が戸外にも向くようにすること。その際，幼児の

動線に配慮した園庭や遊具の配置などを工夫すること。 
(4) 健康な心と体を育てるためには食育を通じた望ましい

食習慣の形成が大切であることを踏まえ，幼児の食生活

の実情に配慮し，和やかな雰囲気の中で教師や他の幼児
と食べる喜びや楽しさを味わったり，様々な食べ物への
興味や関心をもったりするなどし，食の大切さに気付

き，進んで食べようとする気持ちが育つようにするこ
と。 

(5) 基本的な生活習慣の形成に当たっては，家庭での生活

経験に配慮し，幼児の自立心を育て，幼児が他の幼児と
関わりながら主体的な活動を展開する中で，生活に必要
な習慣を身に付け，次第に見通しをもって行動できるよ

うにすること。 
(6) 安全に関する指導に当たっては，情緒の安定を図り，

遊びを通して安全についての構えを身に付け，危険な場

所や事物などが分かり，安全についての理解を深めるよ
うにすること。また，交通安全の習慣を身に付けるよう
にするとともに，避難訓練などを通して，災害などの緊

急時に適切な行動がとれるようにすること。 


